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熊本賂五木村の:立村喜十i山iにおける林業の諸問題と対議

, f兜地 dl+、HK~腕対iむの 1 例

林

Yutaka KORA YASHI Fo1'e8try Problems 制1íJ Policies in the DeveIopment 

l'ro箆ram � Itsuki Village , Kurnarnoto Prefecture "/¥n 吃X呂町lpIe of 

the policy for the devdopm巳nt �l thc rcmot日lIlountaìn village 
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(ReSEぅa1'ch materí臼 Is)

獲 量す:本稿 i J , fll (l (1) I í\'íiËi主総済成長| トにおけるわが劉災地1I1 村の援興対淀を， Jま本的!C考え

溺してみようとしたものであるの f;l; 不自~J な月号滋(j:多械な泌をもつが，拠地Lil村における林業の是正本間

滋 IC 沿っ亡，林業の rl1'ずの教 ì，I_H@ 'f':誌を立てと) t\\世1'[:'述べた Jζのととがわが悶突鳩山付の近代化1:1を

する路;誌の十 )1とつながるωである。

と ζ では熊本m~~:ti 木村を!到にあり了て。こ ζ ぜの啄:業として 17)体:裁の中心深話題;主主主林事業におかなけ

ればならな t �)  -f:れれば本付が木場 f'lóの段階を 8ì~銭しながら，脊林綴営の関手設ないし!fi!:羽目店jの没F誌で

あり，かっ林呆:のほかに見るべき成業がなし、からである m

との tlti誌にあたり，その問符喜さi刈は土地所有!ìit~議，とりわけ私有林のiYr街橋治にあるのこれは大会

くいっじ村内ダンナ衆による大 1 1 1 休l升fj'， 対外の製紙業などの大資本による犬山林所(ï，共有7李総

の残ttであるηζ れらのそれぞれにつし、て滋株主エ君主に対する iill.答裂はi とその性格について検対した。

今後の発展のための対策の1't として，兜)111.111村波 I\:{[，の:ý.mf{を考えるとと，林業労働力流出をi且 11

ずる ζC ， 101域休業労働たの労働5計十与を円 IJ二げるととなどの;高点在'1='心 lと考察 L，あわせで3裕食資♂止時守J

j以之J弐1，、 1後主現:夜宝 1まt で Uの):ム木h の ζ 〈のJつí) }!~i、uにこ!潔努しての望動方!向(旬司寄告4 述べた。

タム問題とさ挙村的立村許磁まえかき

j見いわゆる i ぷ度経済成長 j と JLi什の関係 1 し、"'た場合，すぐ 1El起されるのは過疎化現象，労働力

その i っとしてのダム士主役、一，休業機造改漆事業， lLlfす綴興事業などの議点で[~)\.滋 4\; (1) 進出(j) 硼t H:~? 

あろう。

これらのI[J"C，民 h依然自主のような f 高度総務iJX長 j をささえる基幹エネルギ…/!)\{O) 1 っとしてのダム建

!だ九九 LI 1',1 iζ おけるみト業;こっし、ては， イヰ: {rïSそ二号えたらよ設は， jiリセi心付を二:fuえりまわすが、そのような折，

休業のIj ぷ必然の主守備，策本;主主織の利変化，然体的!こは災地JL 干j のいのかυ 林業問idL火漆卒業のよう:こ，

機械，施設を導入するという ζ ともあろうし， Ili 村振興A母'XXì!]j hl各としての i党?誌を込fこす林j長与をグr: æ-，zし，

ILI 付の j(:íl Ji;:l'{ヒの諸問題もわがl 誌の文化ノ/j(iJ?1と絞済総治との関迷で=与える場合もあるが，事業OJJ、うに，

災地 (1[\;の伝活向上と，将来のiilif!.射事業発授とに対して，ここでは仁、しろ i トト0 .fK!itからゆるがす折に

どのように答えたらよし、かを求めJ、っとしている。(りを g

さて 9 川.lU )!i タム町立長くの土hJ立 tl (1討を ú し，それは災害防止，差益業かんが t， ", :í(.議 jj]である。したが

! 972{f'. G Jj 26 U 受#1' Rece�ed June 26 , 1972 

(1) 後符:部 Forest Management Div国lün

本 町Hí142今 1 }j ，球燦J Ii ;]<J{&)防災対液として， )lliU}ll íC d~ さ 102mョ夫首指標高 277m，総貯水谷渓 11， 100万七主主

;t~ j:~~l，\~立相良村tj下主的 とする言if主F~を，建設省は発炎した。人ぢ， Ii/tこえí i(iÎの{立[授は硲 u:示した。

また， 11日現 131 ;1' 1とれ身長付金 !Hì :とダム建設計泌が進められた時は， :'E木村 lilHJ レて， '1" ,,1: (させた。



って利議が入り組み，それらは立

いに相反い矛盾する関係を生じ

とれらのうるがき先例の:多くは，

ら電力が肢も強い力そもってしる

ことそぶしてし、る。われわれが M41

査した昭和 43 i手当 1Iも隣村杭H

(さがら〕村では， '9 でに〆ムi主設

JJilfi査の段階 lと入っていた。この建

設にあっては， I王H主的手IJ療関係者

の {i{Cだな利j訟をふiZ!滅するという立

L，その L

にたって， {1二iえの夕、の蕊.[とに法づ

決定しな

場か
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ければならないのである。

このような考え，とくに fLA、付

(ノ〉金村氏の自 III な意志lζ従ヮて夕、

もしくは交け入れる場イ:補儀

をどのようにするか，あるいはこ

またはj}は十ダ

ifJ , 

れら lま一íi.木村の ú: 車、じ(\'I@ の住;こか
L見k骨� Lt~ p 

かわってくるからこの総会;こま:iμ ノドド?の位 ;;，u:ば! 1. 

る 1iV3dJL "J '{j'へ省、談会の{京，1.!:!i:Z 1.Jt;こける )'L村局!佐tlはどのようにぢえたらよいのかとしl 、つことが，付の

ところである。

この孫の問題を泣きえる iiJげ心者のあるこ正ノ日、:llつザ亡，とのような時，たまたま住民，

村ではそれにこの錦主主奇依頼する ζ とになった。気象p 建設，土木， J{!J， i払 j也氏， ì合/九段業，林7F;，ネ1

池波百十 l'均，補償の各パートが現地を:約恋し，すでにそ

したので予その械 iLi. 7j;， Hをそ怜てさ ~d亡会この r.~主士山 IJI村の色!Z\l>lt対寄り は，そのうt'，

こらにまとめナこもlüì的 iと子を加え9 付加iL，激WJ刻におけるふも淡 fけ、?のぷ本的なだl反対*の防光、l，レじ

のである Q

しかしとれi.まとめたは}えんは， このこれは 1 つのケースのことであり，かつ少し対J:どが経滋したがき

る n-\j 足lliiζ対し， jEJ必ずる下lii誌に少しでもiJFJ'Gが，

たからである。み1;1]ι〉条(午(土 jtl:-.なるにしても歩村が 'll大アプ Eトーチしようとするものなもっていると

どのように与えたらよい 1;:'の 1 つの/冷浮i のßJ!J LﾍJ! な変貌期にある場合，災鳩山村におげる十本;官、を，

での{i)げLないし

し、ずi しも抜本jJと

を f是 tH し，ノJ~II交を与えられればこの研究の目的はJ主せら i レたので品うる。われオ)れiま ζ

らそれぞれの報告を行なってきた本調主主マ，

策より，生産設備の改良、である林立まの敷設とか， {也の話IJ次[庁コまりへ
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点 ω ナがJ と総 ι ぶ村佐久ι11 !dtl 木村(BiJli!41 年 3)J> J.i干す振興税金>f~")t 前近長léJj村のす

が ，，'d と道路 '(_Ç版以 gJ]\n:;IA fR付 I (II:Hi I 42 ,i , i 1村 Jlfz控翌日出合。会)， f-Lî)IL~:~;ih私Yì!î林業情文益事%:~-tì認につい

て J (iI，iね .12 9 n) 偽治改汽 l謀長:~~.:it) 会 f i'!， If(l!l{(pj lW;\様、ド社休業文 111 と'，l[lJ&.の休業説明iについて J

(iII1 村 146今ド 3 jj ， 全国林業構 ih~品、京協1談会)、

~;j.;会 !21 紀ノi' ャン@ププンヘ続よし 析しし、森林政tf;1lit )}.への ム j (11日手(I1lVnUi)

七千戸 J
巳3凡，、九、iid_.ttλこし，
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表 L 五木村p 樹氏村，球謄郡の民有林!とおける

J'L 十三

Iti fftJ 村 人 林

}ム

五木村
�ii 1W 

H !長

[iﾎ .fti 
相良村

il� 総

i
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注) 単位lζつ L γどは，色ii:i告は ha. 材滋は立玉沢で m3~ 竹林は1， 000 束。

l(の各{立にJ~j!くお干しを!j!し Lげたい。

日 林業の議閉鎖と発療の;ぢ向

1. E.木村の林撲を閲覧車とする姿勢

村をあげてダム i問題にいかに対処するかという If主にあたって，本村日)ゑ;幹産業である林業がその l夜伎の

影響をどのよう lここうむるかという点ネと， このfú: :2\ (iJ11与におたって，むしろ今 'I皇>1>:+']1)) 体数モどのよ

う iζI見iK ~t~J設し，そ 己5 があるのかそ採る点の 2 つが問題となろう。ここでの派JMU主役J拐であ

る。

ヱド村の林業の民1\日および枕状Jこっし γζ は，j[[々 15年についてだけみても，その振興策に燦9 問機lζ~')

ながる有効な'):i慾繭玉堂書紳は，かなり公;こされている o I絞られた純資付税で，木村林業のm妙、をここで正

確に述べることは不可能なので， したがって今述べた羽交惑はらびに~!，\1也交IC]l"づいて，多儀な問題Jを

かなりはらむ本村林業の.K*r子jな特:廷にふれるにとどめたい。

ただ干主主主なことはp 木村のあらゆる現状の HJJ)笥ピ共通性をもつかも苅 iれないが，とくに林業の1はが;ω尚

!援にはもっとも線以に横たわる後述の必本問題がある。それは今凶の解決への滋の抱怖にはならないと忠

われるが， しかし基本的には ritJ 訟は強い相互合:IHfJ関係にあるのであるからふれないわけにはいかないっ

五木村の林業を問題とする立を勢lむ憂するにJ川業自身の;}:く没 iと対する補償|出:!iíより 9 ダム問題によって

,. ;j;;J の中心部誠九IIを含めた付の-j4ß話専の大:11;分，ノi、浜，金! 11, ù'f'.\~ , ~~f 々協，火、Y. ;i?:，liJIl.三)]::5-，下手. 111 L]. 夕、

t7d ， fti野の 11総務.tJ.t帯数 415}'i" (全村の37%) がノ1，没予定となっているつまた宅地仏 6ha ([,;j 26%). ;J<.lli 15.2ha 

〈悶 49%) を含め， {井地合計 55司 4ha (IJ129%) がぶ没する。

料 校長露光UG 刊すのすがたJ (昭和J 28 年)~ #il1宝劾ほかr:lî木村林業実泌i組長報告J (ff，肝1.1 31 年)， )IIH久 A雄(体業金

機基礎調査線告 (ll)- r[IHß基2交の経常(うち五木村分).J (B百羽 31 主的，尚松圭EEほか「林業1íZ議選機調査報告 (15)J

(IIB和 31 午、)， li木村「五木村は下羽地(藤[8) ダムの梼主主 lとM故反対するか その版図と恕[hJ (昭和132 年)， t，f聖子

庁「林業労働力動態誠査結来報告書(うち五木村分)J (昭和 37 年)湯谷@兵;lj1 ほか「林業 1新設改一志対策議室主桜??

喜子，下くうち五木村:S-})J (昭和 39 有ミ〕。
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l叱I 2. Jí.木村の ρ( h 材、の休相

(2) pJrff形態のキl の荘、ヂf+t
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有などであり，つまり 部太111休所有利ーによって本村の~L!fj; が所Ff=交汚i:~，されているのである c とりわけ，

きい ο つま?:.l j /料、、!のrI 1*人所有はー却に集中， i扇子!

しているのであるハ

川内におけ

とこで村 f*J Oコ大人:な [llf，本Bí'fl ご/オについて JLl)/ リニ，、。こわば古い対慾lY;{;n地所有によって足立.\/. L，現{r~と

まで交っているのであるのつ立り通称ダンナ~: t サ、れている元地強が:r}~，{t 33 人いるが，かれらが Uí林を

ここでは立ち入らないのかなり所有してい1:，のである。との九';.，'1:過程については1\X減告おに詳しいので，

ア1> )ｭ
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しtかも過去 5 ff またはそH以 1:)1] とよ七べf]fこダンすといっても，そのうち犯人が 50ha 以トjヂ石川者であり，

あるの流出の支R :11 はがjJおとのべたとおりであ山体集積{まなされておらず)目立たぷ正.，

るが，村内におけるが 1ft購入資金のノド filと，木村ダンナ衆の !fうれ枚、ェむととらわれるメンツから村外にらft

III させたのごある υ ま f心地域的:こは侭!乳小鶴Jrl国こ大所有汚がいるの

偏在し，製するにタンナ:'R所有が巾紋ふするやJft'] krllíH9r 白A者の特徴(土， FIíイj潟村:と

iL\さ.k}ている現状;ごあるととである。lノだ!，、!三!V:)J1ミにふれたように，

jサ、手1
仁
亡
、

f
J
 

(4 ) 

6, 650 h司容の多きキ 11í める共有怖についてふれなけれは:'!i;34 ， 8ι-O~ -)ï，少しにのべたように，

らなし\()

現地 lil 十!の J行事 l:1t :もi'f!なって， Y;'Jï!:千三f民分の除。このほどI'r.(とっし、ては 9 日IJjif'� fiJ{ド j'hlr(.( 千TIX う)- ~-!'í fl ,;ly ~ 

).してず(~ )Jl したものであった ο それ刀、 }Jij はどのような 111科でその主ま店長がずざんに行なわれ，

1 消滅 1 fÏJí 促1 1: 1d\['，していた。農民J土特日Iìな手JT!Ì(tì のあゥだか。本中、t ':立 33 の所以でお:ff7 されてきており，

なし、 F民()， J1hlï高から燐矧約作者約司、される 'lt:tf--j-マあぺ fこが，

ま， Wr~fj f c j{111J交付となった"ご >11 は;本村の 1[1 休が後能i'i'Jiとは焼却j (焦土t[l)と i!5;えられたためとの説もあ

1':'] 込む!旦分íI号 lと r~J\，; O) T!J役檎 i主総視された玄

るりしたが~";て'J!11，i1i:;悦取は， JIIUî買の山手ïliJ2と:;''rl~落民の慣れ1青山焔tlHにわか，れていたと宅，~_ 0)れるむとれが今

n まで共有利;として続く r[j{干の災態といわオ l ている判。しかしョ木村のt+;fj.};トは m~ 下でも特別なJf;をと

り， f:?!jr[~ii共有 1:'.が i付 '{{I立制人 fï'であり，子千 ['j Q)j'寺分が区 i前J，すn守!されJているものが比較的多いのであ

る。今図式化c.j^ると， rrlごのとおりである作

{持分のぼ)Iíié していおもの…υ 、。， 111 >1 1 に多い n

j 共 i符『 林勺( 
i 川千布1 桃 (叩問務私総{t州3ど幻凶山川ω1有符1';1釘f;ï

い!S，いもの‘， ""ì史 II1 iと多い今rt 

木村のjゑ-()}形態!とのように 3 つの特むがある n 共N，jj;li 2.3 人の共 çjーのものが肢も多く， 11よ 5ha

ノk{\~~のものが多い。とれらは何人有体((J 'fiU告をもつのであるから，実質 !'(，];CU:近代的伝夜、，t%1{乙の方riijj);認

ましい。;立枠初公そみても p 共l'fr本の /ü.I~(化のす司令が段ち{氏いからである。

~: < (.と?をしく 1 日1 1llJ，!J\絡に多く，予
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、これを lせ2J丸山にみると， 'l'T々脇， Wi'í ll，弘君主涼p号u.乙、

きいのは1Jt. Ujt勺ある。

lÞl" iì'(!rrfli'j 税などの問題，っきり私権{Lす孔 1%車内現約二共:釘(ヰが J材、総イじに ÞVfみ切れない fiprhi 立，

!の間続。 2'~<l 代前の;!i;ねおち儀になコている dl

禅 ftllの統計4では t;) 38!) ha というように) f!~々し!われているがーととでは t#1'主が時し、とむわれるとのを史般若，mいた。

料郡下の池町村れま$ fm1人命林と総務入会林tとわかれでいる m

有~{~ずのために家計が rE.i臼されるととの É)~g 儀;尽き



fi ;j::本、!の i'r十、j-;:i- !"Ti1íi における，1沢菜の訪問題と対笈-0tl:tt!lli 付振興対1去の 1 炉! 〔ノN本) -12合一

林がおり) i';'f浪人はすでに死亡しているために~ l1:~rp:的手続きが煩わしし、 Q ﾇ3 '&}匁手続台 í:~.U) 続。共(f

ñがトj タ{、にいる Ä~{ì があり，行き Jt;;J， ;平行列者の ;12主n>r:そろえるの!と時 nnがかかり， その1i'，!ICfiil刊J::;:1}

ぷj[;IUJ>IjW るなどが:与えら才t (;) c 

しかし， このような外BIII は共符林弘絞イヒイト克況で会なし?伐のPJ[ III て、はないり木村山林iififTのT'ì 耐え[釘 tii .~: 

定時五ìfiîW! ヤムば宵L， I，、間労がある c つまめ， 1I1十干の(払l;~I び I ~I対行、が(liJ(て Lt しきわめて，:':jl ¥" rJlI i I の終日E

び~îfiJ {_\~ t:土小さいが， !)'\JIではノにさく 100 fi'i以1:のものもあるらしいが，衿 20' ，50 iだ 2 いわれで

し、るれ これは;問符林でもいj じ Tおり，かつ共有Jj; ';}Îぢ符 l土守宇部111r!; {J {'fが字、し )/ß との flf1 きを去とにしなし、ど

と力 iR;予告?のう含みと/ぢえている t うであるつ

一;ヒ「い
払さ」 林業にとって渦の淡{'ì((] rl%l.-(F~ ': r: 之一つJtf'ÞDI志望!O)n.\'l，!刊にも関係してくるので， と n

にもよ=わざるをスだし '0 ;1C米Ì>fej:1Hι!Ifl!立 奥HI2 Jl I.H での零市Hlf主主主終也容d支える， }1~1込のい廷がよi:λノ fゴ自然

力 lと <[1 ，1'.、をおく五;授な JJ0: /tで、あったわだから内然カ践?とがおかれている符設がI!IJ鋭となるのであ忍 n ただ

利政λtの放にH0.� I'J j~. としても問題ノÝ([':: じ，付;絵本宅 ~~;:1;の!、からも対 !;'Cの関係にあったのであお c とれイ:c- I~l;;i

f[ させておくこと lふ とくに村、業/L…!\'H1!Ai: J:'iìi')] Iと釘づけさせるこムになりたのであるの

イょ1れ

腹、えとしての休絞めì\1:!rj)を大づかみにいえば， 点、林 "UJj二 {JI' i.ス午、 P)"二特J)沖本ι牧!um ， %Jl光

i守陣jLj:1j月]であろう。， 1 1 ;亡、(，'J i;r; p)J ば 11 !j 1 '，:止ともに変化をすおが， しかしれ会的に~~た滋千??， どの附イロ lと， ど

のよう していたか 2: いうこと，そし"とその:γ p1ιJ!):I殺に立って， 般のJt!l J或休業

と i七...-..zl.み f合 Hれ l七絞される lijl城の休業 i，T;:WJが9 社会的にどのß~Þ告にあろ IT'がわかる(， Cれがそのよ11l城村一

業活動の;ち:制約 ろうつしかも税 {Ej その rþでも休業の rjlJ L，、(i'ji ，liP]j 11，脊林務)N;7y ， つまりよf 〆ヤt

;:fま允はそのための続休活動与をするといよ;ととである。かつて木村林:たは殺**をじゃまもの視していた段

「品、，森 i、*'?:i iW 会t.!，~(空軍 1'[<) な採攻lごまか什?とい/~:段的の交01J;-t るう~mlE完治でおったとされた n :Jおこいうと，張、

村、'0f iJ~~ が充'):ぐ :._i ， :1.下々溜 iTétJ:伐採4E L ，かっそれを総'!E L しでいく，つ主り術2設がJiζFf林自宅

れがな弐れる i交防'を fðÎ:熟 Wl とすれば， 17村、経常 lと jfリかい始めたj攻防は JÏl~llfHUJであり， たんに伐

i;ß, !lrUI'， l/亡し可;:.:) !tえJ&慣れまiJ日夕êJ~J というととがで含る。そう -9 るとちノドネ;!の ~1，ßiたは， ;，1); .j本をじゃまもの

私"l， '[ノているげ凶II緋作~r;iOJI;交断ち主任みみながC:)， I羽 )'èJ~j または íik'II~J JtJ]の段陪 t いうごとができ工う c

要するに十本)0の発!バ段級そで，える;ょをイT，一白，IH千少;びl !EWflの子ン il~が a~，:'!!J!になる rろろ，

(6) ;むかi、の J:1'ð状

前]廷の ti[f司ぞ\'~， 1.0: c~ するならば， .1:'.1'](/);志村の者1伏

はとうな!でい.(，か。 f\:イj十i で!土f!H f、1122干!日より 6 か

!，T 、[i.jlJ 1301w であり， [!i]28ôドよ

り 4 か年 mは守口VY3j 150h/! であった。 4.q 日立のうち

とく lζ:竺ネヒ手 j);'[: ;Ó' 347ba ど;}IH.ぺt してい

ろ，. ,j;.] 内ダンナノその 2， 3 !J) ;DM::Jι例では， Vl\ íぷの

1,008ha (ílfmi30{1ω!ilL'f) 0)必If (jワãll JlBP: 15 {ドどろ

2h" , )r，~1:!d :t iI活f! i 25 {]二どろかムイ{i:: f. fr(J 1 ha ~ 7fT [認の

写 本村れま対抗:lliJ絞といっ‘てし 1 る。

t~ 6. 

!OhaJ'iド

JOへ .20

?O' 50 

50〆日 100

!C川 μu

it) [林法橋治改苦手対策l!.lB主総封書，

l明石137 1r干のすよが~， ,. 
ド J p ， 4品:5，
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rì. 木村の \1白付 ;Jíillí におけ ζ

途中本実続とその総林1}~\j兄

と対策一刻i虫1!lt什反夙対策の l plj …〈ノJ\j初 日 131
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表 7. (つづき〕
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外 3 :sfi1i:徐 11 

す /1 " 

せ 竹の)11 lf 

そ |平瀬 児厚生主民主
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休業試験場研究報告 第 24宮号

表 7. (つづき)

i f引?のの If!Î被
,ìhli *4: 凶 積 (ha) 

氏 :;2, 部落 車設 業
3昭3年和度ha 

。内ゼ店 35 36 37 38 39 40 41 

横:J:j:林業 ノk:.lí反 ili 778. コ4

興国人絹 WJ五割i 81. 6ヲ

十候製紙 J! 726.D� 

山 i場パノレプ f! 107. L3 

援体興業 778. 5: 

同友;jft 十本 大阪市 ¥47.'!2 

波z.製1'1拶} 窓r11~;!; 36.29 

ヰ]i協ノゼ Jレブ 主在京喜li 32.00 

{tJ I昭和43年 3 片付役滋調，空機は不 IljJ ， (7) は不liì:j磁な数値， ( ) 1;1:共有林治法。

6~{9ha のものはえ IE 号 iF 1ha，戦後 1 i平に 1ha 以内ち 11\:はの 191ba のものは明治米から戦前 ;ζ約 5011a の逃

休そし，戦後は毎年 2~2. 5ha である υ 昭和137年の所有形態日1]，人 L林割合では， r認 M林27% ，

十J(f十本 67矢九部i追 rf; ト;;[: 996，私コ自体 23%，全体の \Ti.J~J では 30% の造体刻合である υ いま i毛布林の 1\川本 i副

総 8951闘のうち捕以1).立体 404 hむうち木場(こばH乍主υ4により 25011a なされており，他に公EJj分以j送付、

247 ha，段?215林 144 ha，械、資造作 98 ha がある。この hll肋λettt 404 11a を所有規模刻合からみると，表 8

のとおり 100 ha 以上!露 4% のものは 5% の遺体をしているのにすぎない。話1tlドのmい手層は 20".50 ha の

ものであるが，かれらは 30% であるが争 42% のiS林をした。この表により i窓林をしたものの l 人当たり

ると， 20.1α) ha 騒が 3蜘 8 ha , 100 ha 以 LJ援と lOr~20 ba 滋は 2 ha であった。 裂するに

100 h" j;j、 L溺の逃林がiむにi七し著しく滋ちょくしていない。:ま主た 40倒4h凶a のう iらう倒人人ム千ぬj で iはま 9幻7夕あ占の逃+村林f本、を

な!しノ 2 3共主千右]‘. ~，はま才木わ)ずか 3% であつたし2 干干判、.j 外;込込

正お5むむい、;刻予&11 合を/示jメt じじ‘ている G これは会社平Htが巡材、を推進しているからである。制不1143;'ド 3 月トJ Mi~べの)，}l丹釘

者による過去 9 か q:fillのよ色村、状況と法林内容は，表 7 のとおりでおる G ダンナ ~tfr.の滋去 9 か年fi自の、VJ/'J 1 

iþli{J当たりのi主体治ifRiま，機えおけした 17 人のみの '1' 上SJで lま1， 14ha であり，村内外のダンナ数以外の六

月i手王者は 0.69 ha であった。会投手HA'は数値が不J列だが， :lRもぬいといわれているつ会社を除〈大所有者

はかtJ， り{尿いえ:別、しかしていないことがわかり， I今混としてはJ与え主体が少なく， 20"f1:氷山jが最も多い。

す樹級はスギが;多く，約 50% 以上でああ。

さで，このような村の液体不振の巡!liは{りであろうかv V，'~ 1ζ考えられる ζ とは，ノト場f!，のお:ィ7であ

る。すでにふれたように，農業技指としても木場fiiがきわめて胤始的段'fJ1 ， したがって労働生産[与が低

しかっ本村の場合封主主的身分関係の r]l にお立するものであった。これらの点については， ζζ では林業

とくに造林との関連でふれておきたい。



Ti. j::.村のな村i1tiilJj における f，f;設の拷問題と勾後一;1!U位山村振興対策の 1 例ー (lj 、体) 一 135

仁左努ft(J苦痛は焼切といわれ q わが[Elの似の)11Jjj 手〉 � .，1::'おf;l~られるのであるが， しかしそ(亡では差是

I支が多少と t ;lÏ.t休士干していく，怠吹があ tdu しかし2 本トIの本丸!r(f[(立小fy 人が Llj林Nifイ者AK，以前 lま l 枚

(7 10 a )で ;'1二 2 ;:; H C!) jiJi�; i交 (r')J'俄 l1ll f\; )をお~{jt レごいた 0)であり， ーの}とは強制の日1憾耕作会主; ~ぎ

なうじいう zにり，りしろ ti 滋 IIì<ttHが木場 fr [こぶっておざなわれで({\!. していた。これはんL ，，\11食ft:物を 5

q:l1~の栃fil刊とぶつて掛1'1' l ノァ 後 12 fr防H立造林もできないままに放;貸し， 12 年後iCÝ}J総氷J全焼念仏じ

ふたたび本場 f\'! こ十字 j也を仮設1，するもの寸あこ》したが 3て，一 [J!こ焼憾とい一、でも， 発展段階の柱E斐が

あり， イ二十?の場合(土停般の焼畑よ:) .勝料1 hk[tの作1し、もの Tごあり， 休業lζJ二つてはまさにその字詰[l~<子 Rä Ll二

する~悶ごあ〉たのであるコ本場 fyJ 出会i1jj械にとらえることはできないが，昭和 27 í1' ζ ろで;土 451 F'で，

氏、戸 lha あ.，たとしても 451ha とな， とれば低ずぎる数字であり， 700 ha 税反まであったと娘、3こされて

いる。 i対 HI :37 ;ドになると}，( 8 りょう iご，淡路~均収穫のためのよ場fトは，:1 hu , j;f水平IJ JtJをとi二としたオ、場作

ば 174ha ごあ')， 対;ド手IJHI の~t;rj ;三;土 97.8;話っとあった。どれに対しで， Il日1'1 142 òf浅校では1.73 h伐と 9.02

Iw'C'ぁ ;J p ，lドイ.:.f、 IJHJ 担j f?:立 8:3.9 00 である。L..jρ しこれはp 実際にはもっ止多いであろうが，いずれにし

ても絞!Lí.，:".詩[lX{こ十、 I%fl がÎJi& 少しでさたことがl)かる。こ心ことは食絡事情の好転，米殺配給制度の i除L\'Lき

h"1ソ)i{*JJJJ 0) 村外Jjtilli ，十、j 内 i 本I'.:JI への i:Miれによるう;'1動々の不)i~などどよってであろうのなおj白域的に

;工 n 々 jM~ ， 記 !0t} "i?;l 点1， I一仲村fi ， ノi 、鶴が多い。

子\20);:、iはすご:このべたような共有林の作fれさめ :J ， これは第 1 ([川、J:lIdうつにも関係するが， 「とで;まと

くにj?うjA、 ií{í: íとの共有休 (.))17 イ|ーがiå林 fちを臥 ll.する主主 i必になることを指摘1 るにとどめる。災 9 (，とよる

と. JHJJ司 6， 650h" 11 1 77, ;J;?t')が持分ぷ !í官一定 O)ILI 刈、であり， 25 ;\\5 終え:r\， ぞれそ、れの fiil*与の共有林の rllÎ伎の

7090 以 Li4i:f分米!IlliXどとな「ているのである v

お 3 の点 t1: ~村内大JLj 十本，ト桁 (J t汚一二くに夜、ンサ般の37L締役j合がJ!.'ii誌に低いと、ごである'. !j、綴のタンナ衆
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;j:) 村役場，昭和43年 2 月;滅。

江)1いには，本村としての潟村、家がし、る υ ここでの篤林家とは争村内で ftllのものよりネし明治則より造林

を開始した先党者という窓税、であるが，他の林業地，たとえば茨城県火子地方の新型E林業j也:ご比べてみて

ざ:れたが， そ j しでも一部:のも，はるかにおく jよしているのである。

このダン -}'B誌がj;i材、化へのテンポ任者しくおくらせjt:党誌は 200 年前から造林をしている。)j;Hの場???，

ていることは，かれらが先述の封建的身分 :I;IJ のJJと長く必し，つまりぬ:主i二してし、たことが大きなJ11l ä! とな

うけ，そのl以りで造材、をしている u しかし先にみたように，Jζいる。現実にはタン

それは…般には年平均せいぜい O. 12~.2. 3ha であり，年 1 ba のj注十本とすれば，かりに 100ha も所有してい

れば 100 .~ドかかる o ìiliH;資金の不必からそれだりしかできないという本u また，以前 .4(+、!の事?炭Ijj年~(，立.~~~

んではあったが) Itls"F では普j湿のj:_.@l]量であったのであり，とりたてていうべき畿ではなかった。しかし

とのような状態で伐)jがないといって紋践してよいものではない。本村の場合こと 仁t.-J j 己、

とのような I[二産icii'l'J Iff.業活動である。 11;林は悩人のものでありながら g 社会的ff: Hlを;及 lますものであり，

とくに現在の造林巡皮(i!J. J!'f:サ司、タ p--~ ジュともいえるのであ基bはむしろ休業の社会的生íif.々を低 F させ，

るのならば，るくつまり，なすべき努力が払われていないのである。それは，も

たんに山中本を所有 ct るということにこだわらず， ).み林資

キ ζ とでふれておくならば，火山林所有のダンナ災は伐採も迎々、P均 1 ha 伎の天然林そ立不;処分をしているì'，l!交であ

る。との収入のうち約半分を拡大il~'林授ItJ Iとまわすが，後り l23益茶による収入とともに生活費!とあてる。融資J告林

lま，労働力のない関係から 9 ほとんど行なわれない。

これに対 i〆てE 中小規模111林所有者の造林itが五，[んでいるのは， ，天然林のf西経が低いために，林転を王手く進めた ζ

いわれているお後らの所得源l土林業労震が主である。

トj内で山林を必要とする者が~，-';るのであるから，
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t主) 村役場前

!'!うj の↓ [1 f本企: t'11 ム Jぃ L[J してその資金それーる Ç) も十〉の~Ui.t あろう J こ υI_) J:.うな万 IとはとSfL捻 Jれのため，

ジ ニーし、 ， 1.こし1)，: ðうる「れな L リ，いって，腕組iみしている火山林øÎ(j設の iT!Jl t: 手'分以 if ，1ミヲ

土地所有が林立「♂::と勺，える 1i: ~2，y.(7) 

とのようなr[j 休の状怒;ふ J~きさな庄支で jうる林浅草iにどの上コな市ii ;.(.~ふもたら?とあ λ うか J にれを与:

l"lJえれ。!十の川iが寸:と柔炭':1 戸X:: について YE! てみよう}

あ J た、. 41 ff まずmけiJJ!!，であるが， !I[:J ni:33"jf土約 4， 7 刀 m:3 ， 37 -11β;立約 t )Jm¥ 41 i[.(土約 5 )Jm' 

0))場合ば主 1" ~支出\j <1 Ji m" !L!;HM 1 Jj 立J3 である u なお [ll{J休む上 37 1:f約 3.8 )J m' でみつ f二，.十本ではこ

こ 10':ド liiJ士、 5JJ 日l' -i守を i二 i干してい允〉 しかし !F!1J 体のとと日立訟や， μ;~;{j.1オ'~1/、j2 ， 2IJbu のはふ、の;行Ij

からすれば，少ないiLií[;量寸;ある J したがってト]1付 ν) ノゃれ'íi. ~0J!! バ抱設は小さく) lT{1 利 3'7 -{ド j立とは移民;製

き ïJ立

1、》料品U('ìJ( と村 iぇ0-;かねているものか係1ぎするのが l 粁あるだすでよう， 70B', 18 へ 11削千五ι瓜;

1汎t刊JH没交 2 6今rr臼(ヨi で jあF; (り)， 1地1甘向Ifj光じ{にご 1刊0;;銘6~ ;'!汚!片嶋終泌;いfへ、 3ωOι丸ρ ， 人主 11; lJ)jへ以)労ほど、料そ 11反♂:している" n~lì;.J:;、ヘ ;t 製 H i)i

"., 十イ!幾 1 0l:P2 合(製十:;j q::[Hi 6:"50mコ)， チァパ… 361P (!i.iJ 2, 700m") 己決;:;叫~ね 142 ü ， A二にお

が 2 づ主)令、た υ1必ずるに {j交むなド判汽似の不j、:から，十、1/j の川村 j 民事業;立 /J 、さく，かっヘ ι木村 '11)'111:1 で

、寸，

ií:木村はそれほどの返さそなしていないのしかし広:供給、!のやj'(òl(士見、いとヨ才ν 亡し，\ ,'(, C も，

乙F;jこ 1J，炭 .1:'3\'つこついてふれよう') }~，l\ ヱネ l J，. ードーの交{じとともなって，
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ζ い心。 ずなわら!沼 f!l 33 +f 木炭 21 }J依(15 kg)，新 43 Jf .!4よ， 37河本炭 13 刀{ん薪 36 Jj えし 41 年一本t:k

[i，t (i: 野々協 5， )辺誠 iil2，竹の ;112，栄鶴 3， )cJI'u. 、て4.5 JJj~、，合 2， 5 )J 点である。

上、F搬 l)} 都立 10，小鶴 1 1，よ;147 ちでfi 泌している c5, ドド E員数 4，

主ik~吟 i(~なものではないのでここごはふれな L 九J ともかしいたけ '1二 I'f などの特践的があるが，こ心JJZ ヵ、

しておく j見 (Ui みのKú村、は低賃tじ -1ft.樹、が多く;{r:(fし， 主た人ふも幼鈴ドが35 く，

，本村林業の I}も状;ま H;:'I':!L /(.ß) 主主もIltl ， 11右組にあると 1，、えよう J

今後の発展方向3 ‘ 

よj ~むの jVr 杓(1) 

本村林業の今後の)~./十五[lj な発展方 11司はどこにあろか。

舟止に 1 i\1'~)Wl， U)IJI 付I也市立〉林菜振興;私立，経常1í1;縫， it際法告さ，資ぷ {ùfTfiいí) 務行ii，充実母あげて現在》

杯選 .'JfJたに }J ，rt，.;，があるが， {比判いる u しかし，これらの+nえ憐法改漆事業や UJ 付 j反ì}l:l対策事業の特セ:， \'1?

問機が総 Y!J f(rC ぁ:) ，かつ為F部li 予算亡あふ点、にあるとされる。すなわ t) .l_d;t、本から始ま勺て)-の 1 つはp

rJi/;i.、総ff{メ J ~ワサビ ll. Et に立i るまだのあら ψるメニコーが少しずつ，モろえられた総花的

がど ζ にあるか )J ムブアジ 1. L f.こ)1:ノにおいてどん:IJ\ ~:;れているにぶ半、;ω jJjjfì も。1'1;業ω Jf;i援をとこからでも

のぶうな総 It施策であコてみしたが 1て，その対策はぬまり i ごも多い j しかしJXめて l 'くことはでき，

この ;üìからも総策の議ても寄それぞれに i 分な 1i;~ 'fまが tちればよいが，実際わがj業務は侵少であるため，

，5~つまり ljHむになるものをお 1 Iこ巧ミ 1 ..ìb.~l波!J_策との桜怒号をみえる態度が:よ、.'!1i なる。兵{本!(1~こは子

ヲ小、や!の JC波 }Jlhj はおのずとブイ/レムのコマ在，~!1l軒、才るように Pll~げしていくまで述べ℃きたli_ ぞと，

J てくるであろう〈

l'ト1 ，ζは Jt;.;，1Sのように，休業の令、効な:だ慾:Vi;J :rti:がなされ g か~)それにはJ趨切な施策が述べられているの

:r ;flばならな刀〉つ1{{ 刻:こJj\(は 1 患のみ引とないリ十J はそのような j!日の~;ßS'怠限会もっと守 tJ~: L , 

た j それら与を滋EL し，そこでの i血液の次点をろえ，今juj (ì)泌 fi もり11:.ノドしてわかることは，ます荒廃しとい

保体資ìWを出俊させることである..--)主 1:) � ~J慢なかさり低'itliよなL泌をýj'-.lt~:.t討に切りかえていくことであ

る" f↑;Ní転換こそ;れ iすにとって， ">; iÜ î必主主:としてかっ ii{)-;.1)) r-j t~!l でな， 1 i υばならない l その，台、味の IIJ iこ本

人 L. t.判じのおたからはすごされてし、るものの道や，問主たは小

対~jH~ ，i折半1 者の人 r. 十本 iL' 、のj設については， )JIJな総 }i!((1策を Jすえる必裂がある。休業{こ僅か従事する

己主 11\えがんまたは 111 村、 υ)IJ いもωへの/lj，fil{:Jil:)主とレじつまり，治体ィヒ lj[業 v) iií 民 ((J施策としては，生産

やj のう百i りすべての救1，、がí)ょうγ ずる内だから，

ク 1) ，ヴ、ンイ !J ケ，i，，}i..illであるがイ店主主の多い，汲 ;FiV業の:lfí伝 1，仁木炭 :\::>!:.h 、 Jô U ~ また歩竹ト小紋，

総IYé1マ必(が trr. i?tするのでしちる。るっさらにその.çH.jUとが、体 ?fl，l:[も加わ一" .ー"
_' '.J サ t二〉

このよう t~泊料 11jふノド村のあらゆる 1111*1と二l ，ì:j{に))'，:j: く抗選しなければならないが，その怠義はどこ

こと Jこ .;;.!l'r:，f!-}l 業はなおさらω ことである。にあるのだろうかの '1Y'ド芝という版業はjL;j~j:也 11;\;な +n 伎をも九，

したがって ifH.~": ，，j:k*が{ほし，) ことに法林 }1;訟は民Hlj i c:;j';こり資本号t-凍紘つまりがJキしく j又く，

さ)主 るわけになるじしかし本村ぽ他 lことくに j!L~芝、はないし 1 rtB l~主でおもしろ味も:去、ないかもしれないが3

これけいこ伐になる必ム業はないo j 本に ']1 のごときは) JIli，:'í::ト絞らも ((jなも ω ではな\.. ì したがって長く，か

つまじめに，仁村の i i也;こ iぬレた '-;;;êJjl!~会与える 1;; ら i士\林業そ型軽ずことに民総はないだろう c111 くから本村

は体"'Xf立 j、、j でやコてきた。村ょえはみなその慰白、に f詳してきたの 1であるハだがjiliゴ(た浴し三りであったり，

これで 't'1<こ J討しているの t:'.' と忠い浅いをしたり，もりと浴せる方法を匁iも 1 と滋jjJJζ/6 せらオしるのに?



~B9 Ji メヤ!の立村 Jl l!DI: 三 ;t; 京本 :t~C/) d"N rrXj ， t[lliと対江主一世tL\1h Jltjお(~士、j 議の 1 ダiJ~~ !.ノj 、林j

l かも議:ぇ;ノ1， LU)Siこりながらそのlf法それらの子に宇る汚点[亡;に :J でし a た ω ぐあら J 全 人['，体と (tI( ノ?

.1~ IJ{. ， 多く ω111 林iVífJ 認にやJ;-{ド伐採で"なる h~l立がのすゐようになる本+1 を~tU像 i るこ ktタはるかに jG(J_)

はなし JfJJとは， ili j 川!Fi fJ ,8 C!)IU8 JKi\f',{i: '] I t, !(}ふ lよかれζ とで iまなし\、ここで，1'1ド 'Å_~i::n"H ずとし h う

iえ !.U ，'\i~i Jlj ..c OJ )-)"静H設 i:;).，'; fi C 1-/ , � 

/.1祉If91'使h ")まりイII'.~-+~ 納税 ÎIJ な HJ1 Hjl 全会主1'1:り，伐1.1-\ .~.l: }_~ì:.~ ，\\i~ i 

り舎その iÜIで企業 !(lì ，lj' ，UJ0じだ:t _jl~ fL"j'ζ 心である l こ())ような dl 付、 Ej1 定。人J& 1)]な"ffSJj~iの長 Y そ i: H! lILI トi

、;咋誌な泌とし、 ;j ytc 1 uよ1;;(らない Jの 1~馬術 fl'j{\lIJjúiにおけるす約!?φ

それに喫h"i(ま はく1 L 、コ}本十J の IJI 休がたパ手去にら: /二品、~;. ; 
'u 1 "，弘、骨

l ふ!、よ、
\'d'>] ι ， 休業そ 11~1寸乙

思\i:-. I;C ii':r ，~くU) 持;仁?づっ十l ょ_\~がそ(J) f'j/;;;ヲど，ちく U_) 十nu引

ず子守旬 A 〆 、'.1
レよtどグよ心 'ò り I~k~ Ju ではな~)し、ノぷ「必必ジ)も cUl;.:lj h~'t ~，Xf，-( () fJ: l 、。)"C ，~b 事 i)ょして

Jι 、♂ず、 E令'~，1
，メJ' _.Iζ もはく~l.l 外 )ïîイあしりは， し 1 ')ふ十字 f&;，ぷ村、しえ=111 料、を 5eえると. をこて、 J1えも手:J 勺う t 十

はも十iJ!r\/こは村'/~、)) llt,] A .. .)9ì イ f:lj' ~ YD1 イJ J るも ν) 1':..らと f~ IJlこ u--~ .+十、令/(さ
1__~ 

'~ ,_". ~ と〉、ト1 京そ!:�( J こごあろっ{、村内ごI;t 〆ンナ/iこω11--1 ω べ ILI 料、 l ;JíN i"i 玉、Ijう

lとなる 0)'('(( l" \1)) とし、弓，;、I， '{:.'ιもる、j 乙 ~.u とっし、て ú'(iiか.\.~子，)) !'I.ilj \まある 1:1::) j か，h'ltとサFí 9"るこ

j 、 Î -h-,'-';. 
i!_ !.-̂ ，l.)-' ノJ{iノノ(t ¥ /j' し\(1)おり，:~y く(/){..l、j 込 (/11:: めに -.!:{-!.J.--;) 心、時¥. 

"_h プJs ，しか L，付、従事業そおこす i二

;広ノ )111 トト r9i{f '(:;'ω いJ1，主にがけまむいι その }Y .Î:js ィHχi らねば fぷらな l 中立 lJ13 がヤ U (D:iþ: な ω 仁 iもり，た昔、 f.:.，

ノにさ t，l .fi J I,ii. ht ì[ こそがなのごある日 II ，jti')) ギIJ!'主};\ 1をな :j fT うとと!こえJ、るりでありも
ア《ト、

、つは i/， る

うる :1:' し、そ 311じざける)オ日忠心(ìl込;三社，ヨ υ) ヂ IJ ?，;'t f こも ;n} ずらが，こでの目的でよ.)

とにより守ザコ立なわれるよ勺にしな、 J ~.t i; 【fならないておろ

Jlj肢のための対立:の II(\) 子とよi{)

まではいうま乙、もなし休業注目;，\'土;主体的に i 点!I f 佼本， )J'織の 3 '}JcA、;こよ y てJíi iij されてい

も伝えな 1 1 1ιlρ必(IWi こ"')しドζ ，、)， ;11 てきた，; (J~( こ 1U\ι!) 2 'j!)j 製品 iこ二)L '1 争
、こ〉

v 、〈、

主主与えら 3 しよ'''，1 ,1 Ikj )¥J [1 休 l'iíh {i' が1主体を LT すめていないたtrtl の 1 ぺ?とは， ，立杯;れi [f，'の/ドわ

Irj 'h(r':J iこは t%' 卜+:'，'i)' Pi と， '1'( 、 1\: が/'\..もっと iい牛できるとし、うっ'}f :JI'i(J)jlliY) h' ，として泣村、fi]r~ ， C ,il fち

こ ω部分ωj.~1H\ ，ð'への;f!!J lJ};, i法~9tをどうヂすめたらc<口、か，また不(i，lj佳必 i1: 1本 71 ど ω対決半Mごあるが，

て， i'lイ，: 'I 'L1;，1 じ公み{ζ 間十.E するヰ了巧えなければならない、以 uま 1[~i! ~J!.l終Ft((j .f{t:J[. t日J~i.jであるが，

{以下it;'fiE\Dの H" な!こ泊iしけいK[ O)jH技術 fiJ;、 ω!日]!.lJ1 がお'"，) c 料、;;'[ t がこんに(込山ミ料、 Í\Eヘ (i)タバ!.0 .J) , 以引の辺信1; ，

通路としてばかりではむくて，木村を線i.!.\'J 乙 190にも JI! い，また えiI交i恒子以にらざ't 5~'\κli)!J ，":'れ 3 、そ

(1: ha J', t:, il. 6m ':!ハれよ J('，;，しさがプ=- i.._' (ノ~)のようなi詰 l 誌の :ij~:i交じえ伎のと{~土手どうよlY.つ:ナるか J L 、う

か;よ )J!j (乙しとも， jJ\ は.l.l: :~f~:. っ， かな、J 低い iヰ imiji~~えもに礼である+~付のこの池波にや本選をfお3I し LY1I差す

ω主主(})史:kiE~)Jj よい i ;J:，riまない地，1?であるからとい J て

i'，{~しつ 8' 任ぷ0) 必 j!l]で(ノ);[C誌なお業Jfti立II 之以 I:.v) 2/.(であろフ j_r\~ ヅj~r;.1 I}j cO ぶ liijではどうか〉付、、 J が

業1
q
 

J
 

、

λ
 

0)犬めでなくて t 1iを it 況の 'L:;}i U) JIJ i につながるのが [.1 .1<" 、 -c:わバこと U !, l:f! ば

そlJ{iすごとにより，ト\1'占のタそ;二 1_I_i める '0 ，till!11 はjijíU !1':)' tこは勺こはして) H長 f\jえそi'i るご t，な

三二，/とたるの)、 iつキが， '，)'j1JUJ対決とある L[.[，労r~}í.f:千ミ!:' l'心(こした J\L;í以メへの j切り11をはか

この場合 )HEbJ)そ泌総lドJiこ総作~-\t

;ftばなら /J: いあろウ。

してし、る(夕、ご，}') ;主力、

るじからも，つ~j~HI;} ﾜﾔ ~~ミ Yi'ふ引き LrJ，かっ労働))1);:台ω ほ(本公強 f じ L/ "fJ: 

社、ばかりではなし資ぷんと労働)Jに大きく
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資本，労働J)併]ilüよりの事業の返点と順序は以上のとおりであるが，しかし問題は本村の ILI -f;rTJlí fIの状

擦が全体のぶ得Jから見るとかなり FJJ績を含んでいることはすでに述，/<.だとおりである。その，言iJJ1、で， J:丨{L 

後iftfn ，1!，H のおかれている忽矧情勢についてふれておかなければならない。経済会附n を中心;こして考え

た特定地域桜興lとあっては， り升:::<J)大きな従え!とか商工業資本の 1工場を中心lこずえなが

ら，その主.t!l或lζ 滋正E レている縫筒7忠良 jjを触発させるチ γ ンスを ij-f て，その地j或4E， i21j去に fj日夕さい新し

い農林業の発民のmし、子を外郊の，つまり 肢の大きは電力とか IH 1.業資本 lこ求めようとする与え方*が

ある。しかしこれは，たんに政ほの‘ 1誌の〉与え万ではない。主主近は一伎でも，後jjl丸tl振興lこ P，J が多額記)予

算を投下する必裂があるが， ししJ かしむしろ熔u別i討j 機;公ごの多いところ:にと語総佐村ししJ た j々'J 7がJ出jメtよいという当えJんb

:ば土 !UJ め fたこ ο1指僻官jl::ft地乱毛ε去わが{ロ1: 03み!-;笈言家ミとする l奥E処L地[山勾付(けi 氏:にζ 」と:つて:は立， まことにやり切れない与えんゅではあるが，

しかし本村でも，夕、ムができるならこの際 hIì Cf;: ú::をもらって，十I外}己流出しようという:与えをもつもい府

代の震が， :{'fT 存在していることは否.ìiとで会なし、。つまり，トj にとどまってやJ をおこす人々からすれば，

村はノi')えさな資オょ力や γ スコミ，または- ì~1; (ì)十J1.えからの正ノりの [ìiJ (とさらされてしI 、るのである c これに土J

して，従来のJi~'.J長では， iE本己主ミWL\工場が三られ?国を興す恭礎は践:たにあり，三五 f、:凶全体として自給 H

14そはかるからには炭体J;~の !.t.Jlfiの場所である波[ÜHIこ対いそれを消滅させてまで外部資本の導入をは

かったり， i締村のすすめは υなかったのである。 J}U[ ストレート lむこの幾水主義的思訟カ訂正しいか否か

は問題がある。た[，:'劣弱なI:J也産業を育成L"ある松Jえの保護そしていかなりTLばならないというる‘え:ι

はJ& ~i SLつだろう。しかし今やこの;考えを泌がす)Jllの 1 'J :iiこ段 111 村が立たされている。

けれども IJ ド， LLl 干すに討する資本)]1þ心の:与えといえども， もし JtJ)式内 àl)('ご社会的，経済的予告J廷の契機

と内容をJj-えるもりによJ してまで，タト内5:(1イえは認 P]ーに dl 十Hζ 反撃を加えたり，または村 lこいる安定したfと

は者を強 ;1， 1](1') fと刻村させようという引状ではない。つまり村長'c)'る ζ とは，村の内部的経済プ色燦ノン?のぬ'1m

にかかっているといえよう。これを本村の場合についてメすえてみると， ILi杯!折おにつpての問題解決が-*

十]総済発肢の必憾になることがわかる。いま本十!の山林のうち，とくにダンナ糸のもつ山科、所有が，外部

にねらわれていることは川知のとおりである c 問，以からもねらわれているが，最も大きいものは，半、Ir々

にある外部製紙資本を 111心 Jこした会討の半、j lj~ 林業主壬 γ\の進 l.Uであるつ)の外部資本による梓業経常も，

/トJ ドォツj少働力を)ねいないことはないがちトj 付 fì ‘ üこからしてみれば丘、す武村内に{工事会おとし，労働力に íf!l問機

会を添えるという {~å止はないのである。つまり，ここに付のずと肢と必ずしもつながらない，資本独自の運

動法則がある。このような外的に r_l_ J 休を流 lれさせていく条件は， mE.;1Sのようにダンナ泉を中心 lこした干す j)l

火山休所有者の経営内容であり，かれらは 30% しか人 i 休 1じしていないのである。これらの fJê iH;を:考え

ると ;;1 1 (と， 5b主のように社会((j J'(任そ [lùÆî しているのであり 2 i立トi グ1- 1と山林を n'，主せたというこ

との結!払村里?を小Il(flj JlJ に {JJ，せられないという点、と， J~j Jl: ffiUtJ )J I乙文停をa きたすという 2 ぷのマイナス

のrn討をもたらすのである。とれらの村内f.:[JJ 林i1í fl i1のもつ経済的必、主主を ïE しくみ jhjづけなければ， !A; 

の 般の f:if可 i 業資本や， Iましたない 111論によって， もはや村 iえのものでなくなる

されるりであり，この [L[ 料、}ヲ?のの i 台こそ 2ft 十WJ~:L 村山 1 [IÌJî にあたり 2 資本， ')':í-i~!]の 1L1:却に先立つ )M~8'J 立

場にあど、ものといえよう u そして，この d-[ 体所有の必本rnぷ義 :ζ対する対策は，従来のi斬 L主的改良立義で

はで， 1);本 ({j なミf-f!i;jを要すJLωである。

キ Ltti改淵査委員会 íR去の賎業 あすへのi);Cみ 47 j (昭和 41 iy 10 n) 

料域<1 1 ご日1， :[~ï ,1 
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(3) 休業縫っ~:t .}rt;給対策

i;5体したし、君j' '{1才i に村;hJIそ íIfr わないし平llilJさせあことが)fえら j1 之、 7)\ との渇 fh ノヘ小j のそれぞれ 10;(;

ふ r1i め 6fq手f*L Ui~ ffH.: (})解 J[:zt:;-;]_;mがあが勺てくる r とごろて二}I，(E ， r~ミがJ Ji守、 iiWl ムじての行料、，.，}0) ~y !/z 11¥¥ 

認の条j!f!日ヲヰ:Ho) との践に対する条と LJ:(、七三じろしくれ況を Fてにして l" ると V，\;f， :j 、なもYlj‘ら，

解放'Mf;Jとは零朝日設[立!パから判然 n\てくあのであ!勺ラかれらは司 11:1 0)IJI +.1、を ;kめイI のに kJ > 5í ， i':木村での

ぬ休て~:V)初公はかなりほいし， )'111 (と nX1i している η また村j'":，{中野ザf'の…メ f) 与えられ力、

適切な手Ij)ruーの笥}郊の検討 0)[内部があと'(l :J}しろ;必に，先にふれた i: ぅ;とリ，1 (ì.H では夕、ナfにより私有林

本'n詩人し，有林、ともどもチトfi1q k，}iiî行符による ill/t i!，f/I'，之し i::J'- ")ている ry，\jたである;1)、らであろ。つ主り，

!.，þ\zff1-れに勺いで hll Jl.i i'，[(の Ê古i(ド{~>Rではなくて，一般!'(jHfi¥i'�j (C fi1! *均し犬 ~kí;kであ>そうだ J すれば

l 司 J .I]~ih :-ご女! 9 之、 W~}f立要求(1)1来刻さをうこくのごあるハ

つま fj;木村の j 池(川、J!lU ~% 日 )illüt対策:士， 1 ' 1 のべrll 休 19rのおの m/tT林地， î/dモ吋::tl;はどのように汚

え，社会的にどのぷう(とf!liij'it べ舎かという点につながゥてくるコ Ltmυ.) f;j、有絡が!被，'1 していお J不許可 f~ア

l ふ1!!;]への下IJ間でノ弘fThll〆会し、か.1:う (!);!!:fîrtlともおくと止がでさ， その !V.k :)トも主た惜しにの ::1 Jjiご(T:サレ:)11ベ〉

のであるぐた行ごの iiiJi廷に，")て考えてみても， ! 11 !;f:ïJf í 布のも，，:ytl:会性は 1 つに

何人干f十本を保'1;;1本 1守!亡}~<とされる lß{'ì， {i}il 人千 '1 ドの pj Jl] (Î)lijiJ f以心し h しや;;11.戸いろ主!~.i~ii']l が加わり i ぐ〉に

{ZJ百能悦のある事業手:サ るよ弓なここp があれば，その連っ:g::'(I}{ ff ~ドリ之されて然るべき社去十があおの

である σζ とは，料、Jl1J，とし、ぅ [1 不:!:.I1t:.!YJ J!J{![ì , f!~i-fr'~l るごとにメ iするものである

没者 0)夜 flli lJ J\控そ持続すれば， !ぇ x;jノ52、力の 1:1<::: ((J ;[;IJ 1、lそいグれうけむとんにな):)うのと

政:丸木+..1の休業:こ授jlJ'てのあらゆるカ 1を flõ ど?はたら会なしてし、へ今みた i上うに， [l，!hj;ト二古への I将校

1務次 iど宇11 く:ftいこめないのも，みずからの 1 I1林を 1':;>iC Iﾆ.fE;2; lt ると l のない後ろめ允"あるかろであ

る。

l児とだの傾 lii! と L て， 1j没 7たとく lダグン rWケ Ci)11 i 伐の移民fJ}){ ，$ C 、 ο ずつ主 \}llrll 朴、 υ) I けト !I'，(!) Fh'i(主将ト'.~

であ/;:;が， fli~ 1句としてノ.Ã(}~h有そもてあましている。みずからのTiC い \\)HLないのである η 技会い切れ

なくな")た.J:，~;亡、は，従、中心') .\1:場 lごと t:" ;j') ることなく， ，HH!水去はじめ p げ I'~所有符に売り渡 4 ように 1

るのぞのためにト!で l主 {'ji ト機関安打ゐおべきであろう。また九ft] 人J灯台者(引退がのん訴訟うでíJ互いヂンポのj右汰

!;;制定 Jこ検討会加えなければならないのとのテン，y〆今村会{本 (})jじ肢のためにfJf!Hj ::"せなければならな

そのためには，fJ却になぷ懇の ilÍfに， 217hfミい切れなくなるおう〉会iJl!J悲して， AもiY1.)1< .~f での何人将1_;_t"!1f~)J 0) 

~irr; [JH (と奴泊qノ'残りの日，îj)}仔ヅc より または úii人の例月i !とまかv叶，ある」寸土う};!又でのふ:支え:にもっ℃し 1 くよ..--')

lζt旨 3p事しな ij;ll ばならな L ., (>先 !;i]Ø .4t;l 介(;J:，下.1 ?~\その以ヘノ't' ，;立汰'f'f五?にくみ まなけ i しして t;; らない。 Y'I

所 P[i見燃や悩少し，そのi 1Jl:}Y:f 併をおう}の村、のす成にまわ d のであ?~ :)手11iil ())滋 (T- \l~ 公共{凡な機

関て，手IJ JfJ J .6 fJl!J の林野利用の能力を判断するにとが必要であぷむその{↑1，対策!まし、ろいろあろうが少

で(立 iふ以ト iと どめておきたいっ

i毛布%につ( ，て述/<?) , j:f 心、 0) ;1cj<<(犯のものについては、 ミV-~1 な 'i'iÆ科つ~ :J:l~1"j手守口コ ":}~:~~Oコ m 竺!こ j治三

させなカi ら， ちし!入会f，j;'l'fて?に係乙 i:ff;~l、ii 関係の ;r[代化 uル問ヨ.() J:ムlI'*J の議m /.;0) イならば，

平干の過叫ん i とへの努力ィLなすことはョ~然でふる。また持分の t夜J'i.:: lノごい ζ 共fJ)十qと~.. :) L ìでは‘ 11:，ムt，よ('ëí

，1 '[rlii からの夜、 11'!; i ヒの !jがヤiJ;九件 (tばむかう IIHìt::VI が)"きいから，うりと述べた::税先 cDIÆL!iü ， ;;を託料、 HJ

* fli閃141 九三'l J] , ìJ，第 126 ;ヲペ
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~:CA号~~JlFの税金支YL、い l~_ の i*11)!Iíの税減化と，事務の符耳:イじを支任ある機関で推進すベ舎である c

とくに本d付のす./'(てのな，{TH、についていえること l丸山林間績の縄延び割合がきわめて大きい点であ

る。この布l\忽び初川ま，とくに村内，村タト所有者をとわず大汗11守一斉と共有林l乙多しその結果の与える彩

1時~{立大台い、玄1::.)111)或fすには奥 rJ! ，主主5いのであるの知日I!にはいろいろの割合であ{;，が， ~'i -!\ii平均 20-~50

ff;ののびぢIJh と\~ることができる。しかしいつま 'C もとの伏有限に{行くことは， jむとのべたよう lご← A級資本

(三イ4 十、j の資源を席機させるたっかけそ与えるとムになろう。し 1~: がって段階的にでも，とれを実際[対積{と

近づける強力な作業母体が必雪j となろう υ

次 it トr1'fHのもつJIUi♂の機能を吟えるとう i凶;支持少の!'.，内将も:えしいので，むしろ村有林 r:牧民が依

存ずる資勢、ではなくて? りつげな村イTl 十;を frてるという点に u肢がおかれるべきである ο とのためまずや11村

tli 十本で，売却のすT~ê+t!ーのあるもの左打;冷し，争j 財政の限度はあるが，ぞれを購入して，符ト;j; 'li )fを行なう

rことによ~')将来の?を潟、をJf~-姦し， J語m機会京IJII\()) f'r Jll ?cもたせろことになろ p ともかく本村のごとき所有

線検の村白トヰでは，キ、i1'J休

財政{こ将来得与する M，;í令'!;"としての;意味があろうハただjJ1;fl仁、川和土内海が1'1' 1，、 fm なため， '1主将'については

一般の市町村ね iヰのように総窓({J'~よ綴 'a;;にな 1') ，機{免不均衡.11;L ;j-ると f なく，その点厳重な制約そもろ

(Jでおく必安があろ行口

とくに !Jlt\ (体JWJ );!;f;i:t.d策については j'r，村の根本フあり 9 これらの対策は社会的 iとは育成約なし、し農

民的林業料'F_í;へ祷りさせる以前の段1:11の高高対策であり，今わめて g;þt;li(!~なものであろかしかし，また木村

の fffi)年 9 社会的なj' í'1' i ゆさぶる市営!なれ俊をも*ねていお F、木村のノ??をの tlllíi6はことにかかっている 2

いヮて;トh 'i_'.T-( ないっしたが〉七+!としては件、禁の::) "!:_), ，j本 JIJ~茶Jfr{k-t ~i -;'Ý[.) 分会 111 、 '1 ずる強力な， しかも j海_'ß!ミ

のたきい機関本ち弓げなければならな C. '¥ (、それは行政J'r' (村役場)止は切り離し，取 の， しかも全{tJ 込

の総;さR1JjJ)i:'i)':;:' T段 F な法 lてよ〉 74 機関が~'n 主しいのである、

( 4) i丘，f1，行F滋対策の J句符

現状のととろで述べている主うに，本トI としてはタモ件、 lをして設近の;;~>Íれじま;1Jjんできた。農作物f主流:の

ための本続的ーも :~l)去に京返しているのしかし， とのう人 kHの明11:':1!: (，こなうトJ~~l大 IJI 林f!fí Í'j' 持のj色村、労j合

が『わめて小さいのて、あおのだからごとではとれ() .1子中心lとすえながら， し、。

会ず，と家事平淡にとって{ノト業経況がし、かに払~$~なものであるか，そ と成J誌を， 米)i三林

の III;H;r~lí 者に印象づけなければならないじつまり治体の実際的P 段である。とれには本村における ).gAYt.

の!/;;;.賞者を予告ÞffiL ， 特'p;ソコ '11'; を1iJ]らか!とするごとによって) ;~:'~/f本店、説くをそそることもそ

の 1- しず【ーがつで ，:i!+ も多少はなされたのであるが，ノトt児科ながら

本協 ~Yj;~1;!キがはじめられたのは， Iす11行オミ以米小餓地域においてであ~~.lナニ《そこから

や求めるべきであろうわ Jjlぽ，-(二林業係?:?ムそのよ主祢i'Y 門家による秀息切な桁湾が必!設である。 れ r
F 九一ー

のカÎl百の jlgJj (土，熊本リ;じ打木休務事業所で品ろった 3 しかし，実際は約 2 万 i旧の私有林を 1 人の林業改良

しており，また~ ;t~林系n作の 1.、 2 の技術ぬが指導するにすぎないの役場lとほ~rr: Y;紅葉 lと休業

{系があるが， 1 人で m~'j しており， ;'}i' 

設[廷すべきであろう。とれらのとろではた}Yr 千{者 iと対しでは育成((J休業へ li、]!)、わせ“るために，目見1)経営

nl 阿の指導苛も 1í'1Á、われるべ舎である。

F5足立的休業終日~キかなり弱火に実行 L.でいるのは，波紋 , .!トヂ
、，.J 、ψ l.J， 木村{と女、j し
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ìi 木村の ， 'í トj-iH 医iîi 三，; i l ~νィ;業 CJ) ~~行i_;j.!n4 ;-，;1立 す qr!Jj! 村長院は後の j f?l 

でそ1 しがなPÆ-ずる ιのはDI': I，、が， 本十tO) 台、 H:~:fïillリjについての ;-1~刊主主しでは{党、'(1:: ないハ t;.~yなら，あす

に資本 )J による治Híじの毛色いがたきいからとある〉しかし製紙会沢でないた紅白朴、の rlliC;ぉ

として所 fL

r 、 υJ1つのずかかりをみ勺えど) (，'(自にあろう j

:-t三7:;/ , rq , /;'~j七['J1 iよかふりlhiìn)j;'t%lt #) J15 村、11\占禁荷への j円 fヤfi t〉捻 H'，についでは，ヰ;: 1 られ γ~

のi).j){リi、泌 17' し、九之) )引土融資条件:(!)yJ1 Tll であ 7，う ) t~: t 汽 :X[il í':，、)るが，立た公ド，'M1，も~Z;ヌム.{

~.}、 t: flj キ〈生 ?!j引す \:I" J'(~' jJW~ しで，イJHij ，)j}jγj潟-t)'l ノ X、 7) J: うぢお t.~H �1'¥jlji (t, ::; JJA {~の h~l'{致計(24)
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十に九ごいかねばなふない:t t了't1'ゴ?得入計史的 1 I ノでしみ $1 料品 ('!O)?�i Jr-J, れ I → 1‘ i lH L

そ?ノ rf 、 Lj 、 1， !:._(乃ノji?}~村、 1そう3 けのけノ行が明君 'JiH:t(;. , f1~JU ViJr{:J'}j'i~( ， t ろう}l!えま!約九色村、~ 0>FJl j~~J. 朴、，

のな~.) (ふ泊料、の穴式〉の店i:-;， t高も \1~ i J J~. .:)、 7(1，、主トHと対 j イ、J[\/i) (日!liが主何度どなハヲ

3 
,r) ~t -"t i C. (J) :色村、 f工会主 Itfν〉予 nfJ;i; 1.:(子jl ご i土し \"f~[ i- ご L でも {itλ 令が与し\ t)γ う

のみ1ゾリ:バ{て;土む~~} fS.~.. ¥ して資令ノ~::: 1:合':1 1'，し) i' i)Jヤょして{、くi~ r1!ノ去

ーナ戸』 、
... v ハ丸á::トJ'f'必然のわI策にも関係昔之が，丘、外ノ7 滋 i J す r た!/) (こに十 j役引1百日立ち改修しなければな

レ，r_:1 1正←よ 1 、
(J:;守 j 争 I モノー L 1 ln; ，-'y. ，t<':j(土 4 ， 2111プ土:i努 (L 11a ''!_'ì 允 :L G ll1と fムの;己;M村、林涜の JJ}}{\'j

1ノ< ，f~Sい店 であ

村寸前の !llH í1災 10 : if、今、 u/~:!n) 十 t;ffi: ， 体 iFi 主. :\'め f ぷ日告納 1: ノj'.:.;t ;', 4.び)お 'J マ才、

~ 21 給料詰 76 ， 040m であろ. IIf1"n 20 30 ;!:f~のが没のものが多~， [~日 3 '-<L ;)m がた 't-:{て J丸、マー炉 F，

7 , 6m I ご ，'l-:. ~ ¥ [Iiq で七i. ha 円台, l�Tn 50 :;ド j官;::土，Iii めている 吋の上うにi判官の {l弘、点字 j誌に対

、てお桜/(くず、から:町、乙 Iドiミアあ j)( ， '1件、ウ.~rn ¥.1; 一般うど d時 (/)N.' もカ \iJ~( , ノド付{ご l土いうのごゃある

[i;j, il:\I) ，らのすけ i l<;'えだけしか:_._.， '\r-l、、jυI iHl� I 必唆なの行 2 2.8 刀[1 1 であヌ2 ので言{í:がの

し fj: {J ;1l.(.ぎなn ノ入 Hι釘立 I
入/色、)" .-T一、目

-�jij 

時品開時叫~ \-~ ~~ 

臨時・曲融. H 首

一一一一- ~h il� 

一一山一私。昔ネキ滋

一戸----- ItJ苗 j'，l'綿

尺

ミゐ ア
?、〆
町 Jばならな~ 表 11 は ßiffrl 42 年 j笠よりの 11I 古 1] てあるが，

日市.&i +1 十、間 4 ，
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"1< 10。主L 木村の道路

茶 主将 和主 'iYi'.ロド，完成年 $f;j fll j:L 長十 {ー主主主 {i!;: ;l詰 百z好a亡

m m 

1 ! 1役所: 人古・ 'fX.lh~~iA 不祥 4.0 23 j OC コ リ九

2 ;f本 J員 j斤 jJ~ 線 ITIf'l汁，l tj{F ， c36!rr: 3.0 5 , IlCJ 森林郁i fT 
3 林道驚 111 線 !I 10年~ 43&r. 3.6 \, 819 ?I 

;, I ;[本;民 アザミネ主総 1/ 3汁二， 34今三 3.5 3J800 私設(1“条7

む材、滋内谷線 グ1O{ドとろ 3.0 2 , 780 

6 林道内お忠良 ノ./ 271r, 30平1:: υつ， ¥) ハ .1 , 850 私設Cðìl!人)

7 林道 1 LI 仁l 主役 /1 2~，什， 24よr u勺， 0 乙 2t30 私設(11 窓)

自林]8: )乙 )D} i'Jl~ Il 35主ド~ 35{F 3.0 1, 700 夜、役(藤本木村)

9 村 jg JI 1 (メドごろ し，J ，、}一 4 , 620 

;。 j;本遊説iiilH'T線 !/ :28;'r, 29句三 3.0 4 , 598 中、j

1 1 手本i.M: ノ! Y'q三， ~i5;{.1:: ,3.6 1, 03 :3 が tt; ;~a 合

1 十本;誌 E~:l !鑠' F� ff~(Q 1I 2S{-f九 30{F 4, 0 4 , 772 

1ヤ，) .j;.Ji8: !I 27介、 28if 3.0 ア， 031 /! 

14 林道 y.)jlji1Ii"総 1'1 2 '7年， 28 !j三 4.0 6, 250 /t 

1,5 I 林]8: 4.0 完A4 69670 
勺， 800

リ，.;， 1ホ務作II

16 i +1;;8: r!J i1行総 ífTI A"-128 I:l::', 30.{手 :3.0 6 , 000 私設(!!Q iÿKIJ11 '}0:) 

17 林道平野刊誌 /1 36千;九 37々も 3.0 723 

18 林:首~~在4JA グ 28{:仏 29 干ド 3 , 6 2.053 森林組合

', 9 十年j 主 総 3二紋 ゲ 42"1二， 42守t 4.0 1, 850 県林 f書作15

20 /1、刻、1 μ つMr: ， 27イ了 3.0 6, 877 森林王n イ?

林道 (1 i波紋 4・ Jハ !1 完5!、 4 , 268 県村、 ;r;~ {ji5 

Jハ込乙ハ 林道 )L析謀長級 BG 利。27年， 29年 3 , 0 ょ， 452 森林組含

2~J 林道葛之;\!Jl紘 N 3Hy, 36そド 3.6 .3)705 I! 

24 I 林;ち瀬 [1 *ぷ 11 4-.3 iF造工予だ 3.6 3 , 480 ふ、;

rsl i問 IJ\鶴 J段縦 昭和lOff 乙ろ 3.5 4, 200 Vi-!、, 

26 I t 引い.1i*線 ;F~'i 4.0 15)000 /lFlえ、

27 中、J進出'Le ~;J絞

28 十I道

29 やむ員 約の) 11紋

30 キJi売 }if、f 可Hソメ! 

ネ1.;8:慌 lpE 線

32 本、;j益 子梶原市tH

33 トJi箆 i可決手総

34 占、ri箆 i0::l&}ß1J主主

3:3 村道 1)1 ~まとお3紋

m 村役場34，空機は不明。
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ない Jlþj乙 •• )::イ寝台l主l)Jがきぬめて fj 、ざいカらであ

/.' _tJ 、

t/j 、子ト jむ JI付従洲士 l液 Q) 1 'Wrj 、Iιlζ炉、i ナぷ材、のお

じでは3 フぇヰ(，J'N;一日!近ií1: 立オワこでなタ

/、〉つ

れはJはわない口 7 の i日行、;士、'í 除円.;~ i ふた人主f まで 29

43km へ[1 0JLr(Jそ)~~本的

各 lこして:念日ごおかね{よならなし )0 次 !Cf;;::ぅ紋 .~j~y'

151γH4 ι;ヲ Km ，ノ>J<.-'i'~lkH~ }\.n、よく九 ) 

十、付じ) >,'L +.;1' ~1 ]民i

[IQ万公共イ)"O)'F 誌としてず?なうノケ [iìjそかレトい，Ji) ;;，コ0) ，

Lてこう1J'そ〉，~'~ ;,1 (. >それは日のたJ 、tら勺μ 、ノコトl
t 山，，'"

予以外~:，h:所 f-f:Y6^~c{立林j誌でUU、予詰f(J:とおわ世一ム、
〆 rめでみ。言、/、予jぷ千台 rlln会本j れにちλげ、 r、、担

、も.-'.J

iふ亡ド):J:::ぬ， FllJH料収入伝記;ミ雪ふ}~)'1(1: :gf TL ~とおてるど)H\';'ベカ裂

し、，、カ~~t n~ ()) Hfj;_~えにむよらは

休業技吋[，計<5 >

;とついて) ，H;jな去三かっpパ.\たがs それ GI立Thtよとu丘:Z7~'m引する
守

Cう

し ~;l ~ま主 lζ以来LうJJ -fllYj:おれであ乙。
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式
A
~

矛
ミ¥
 

一
、

休業9J矧よj\ C ~J、〉で]引;

1 .I，，-'~、
、 f 、、、よりるかはがì.f~J ~、:ダム3主役によっグ 3

、{、, k \'つ手ふと ~)o/6 くらいとおだえられい。 20タ正くらいともいえ上うし?

し~ ,', ずれにせよ，多鏡花ぷ

でも，…11占 iだこれ lまど ~'k[:h ヲ ;)'tlf‘五、流出労働力のうち p 林業9!I-fJlli~ 、 :qij~ lf L ーといだものが約 6095 と

のなl吹から令〆ム泌設はな付言 1'1尚と L'~グの休業のシ*.:の休業経常がが;機iと寸irm9 る C とは川らかで忠之) () 

伊

。〉段怒号を考える時iど，絶対{lÙj:r しえない

;予 ω労働 lJ~i1 、i.l \1ζ かわる{やらからの新;見労働さらに詳しく見Eてみると，木守?持、ふ阪郊のために s かれ

あろうかο も F とものある).!'Lが!っキノ2:tLの )FcJI~によるフ;偽'~S!震で(]Lc) 

地以外から募集しているほどであるし》その場台> ~)} ~U~~;0 j );:~ ~級交j日(V;{支給，サ~jmごとに1託子7 没m't ，

してばかは、J 絞っ/:')']'、内/j )] 1m-r {y~対;ゃ'2キ r i_;， ,'1', Iノているコしたがって，労災保険iifUl:という， 誕地

る労働条fi ， 1 1>全保FJ33J3分交ít:，をととのえたものでなけ!ノでく?;訪台l九それや 1:ぢか

だ i;t ~'i1J込村その fl~ぷ淡町Hからの流入もほとんど~*S-えら才L才L~Xその fiJ '{:j~付?げよい。 /\f!;こしつゾ fや点、j

rì! 、
一、'.! '0 

九午、と，行村、?と去すす /~S 林組合(1) ~)J :f~(ì j}-E rl ~ 

しノザと 53 ることができょう。 以:f'J~ )~i\:材，~(J)必刻、*n (t~)-)"I年 ÐEMtも p 主!t 9 べり (i'JIJ，ULが:~t

じる干もあろう。 jこだどノフよ{と主も 'j) ，{:Wjti fJ{不足する JJゆq つの [fijJ去とはる ο トj外のfh

1ょうぶ経営の大i3iイT~íti'(}) ゾ?紋 ;N\.~:tj 仁--(もどれ'ぞれの会校の j!r布地jf百五からのつれ戸、み労働力点 I~nなり rn

したが vでJtl\5t/}Í効力の依会立は l名車交約小さいのü) に主}含し sて倉本対での林業活i弘;こ従事さな

, .! .~主山木村の料実:緩対立::，'f;1、;の 1 つは。、えず十匂火f3r有者でなければなら;とのSrHiWi阪でぶした J う

と示ッ力ならびにその身分関係により集められる ~j-'f {W;1刀 IC ょっをみ _"、 k 

t 生ぺない。そうえると，従来、

てfX'なわれ，例外l~i'j \.と涜(It]労働力 iとイ:J~#I."ノごいるのが浅間であるがF これはよ211こタ JfilJH労働力~rjj心Jとし

なければならなし -1)Jiîせになるのである均ら予いかにjlß~t/ ミ t) ((]{i1t: S~現象がtt~務すくみかを考えなければなら

見事支庁くちE予7定地域単と舵れている点ごある。つ

キ J)く ßt予定のそiLfïl]io!>宇治税収約 70仏 6ha (公私有休(j) 宵'J 4%) であり J 71 人::JJfJFî~~fぞ??める。

ない。た t~~、将去さでは，
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まり水没予定地を中心Jどした林業労働苔自の終ttl~否認のì~H']， /J 、み〔予金 )[1，宵55p 野々脇， '箆之八議，宮巨

木，六三iら逆詩文 Jq~ 板ネ"下谷，乙:Ji1S， 'F~\ f詰[ゴ s ブ L1日誌t1L /J\18{ ， 入問，竹 J )[!，掛橋，久住iでは男

児HU42 々も男女 232 名の林業労働者がいたが，とれらは五木村会{l;::の林業労働 Ä，;)約 35.59á にあたる。そ

れ以外の泳三長労働者も泌すべりュタ設に影響されて，流出するものもぬてくる I引jt'性はあるが....，)iÍSそれを

i問題からはずして考えてみると守，竹内大所有者の林業終営地j或 lこは，それにしてもまだ苦手の労働力が残

留するかもしれない。しかし p このうち允の応、行造林の労務万L lß1有林3 村グト大1タ?ιi者等{と労働するもの

もかなりあり，今後休業:ïtH計i取を史てるにあたり，この労働力需主*'ζ士山ノて労働力供給がどのように裏

づけられるカ、が問題となる。

とのJ:tiJすべり的労働力流出現象を補プ亡するものとしての機械力導入も ;rjえられよう。木村は僻地ではあ

るがF 全般的にみた滋f:11 林業機械カがi七校約導入されている。しかし，乙れは不tE，j寸の [1[1*所有者ややi

:いf)木材業資本の利用 iご多"'" Nト}~)ミrijiヂJ者c0機械手I! Jn が今後当然認まれようのそれにしても [JJ林の地形

が複雑であり，林道開設も今後にまたねばならないものが多しゅうふ機紋力導入lζ も^~íEの限界があろ

う。つまり.いわゆる林業労働を補う窓味でしか， IJ下導入されないのではないだろうかの私今林の林業

機ぬ導入にあたってはそのような成予が伏在するのである。

したがっで，中心はあく~t.でも休業労働力の確保にあるが， )~(，ど述ぺたようた，近隣町村からの流入も

さ14 商それほど製めないがg もし村当局が災~C労働力流入を獄うなら努力γ長は林業労働力?を係の流本的な対

身分の安定 以外!と:まないであろう c

つまり以 f:(む ら， ，1*業発混 LJf 常iζ マイすス1.lf図であるととを物語 uって

いるが，それ;どもかかわらず区大なカでタAム建設がJぷ行されるならば，

見積った補償額を要求するのは当然である。たとえば}Jß~在無 fJf憶に等しい'!IJ'i炭林でも，とれ耳ケイヴアパ

ルプ資源;こ 5!ìごった殺を見蕊り，さらに士主義条件は良好であるのだからョ伐採跡地に最も市場伎の;白い有用

総務，たとえばスギラヒノキを総裁い主「沼1)';収入そ見積り，そのi誌の高1]次的収入そ見積り，それに加算

しで‘さらにそれが一定の!認知を経て閉店庁なく容をペミオJ;J) 材、資源止して号]i.{lli し，これら会補償されなけれ

(;[t工らないのである。

(6) 休業労働力対策

71策の 1 つにはそのETi1係のブf法3 またそt'LIC も関係するがp 労働条件の問題がある。議;11の本村の林業

労働者数は昭和 37 年延約 30 万人であったが， 39'~~41 年冬 27 万人とかなり Fトm る傾向にある。とれば9

38 5V求のJffi\，水管:によると木事への労相j人J移動も一;おじている。林業労働による援会は2 村民所得の中

では 37 &T".I変約 2596 で 3 1 100 万円であコたが， 39 年度でほ 2， 100 万円， 15郊に低下じている。 42 年度の

n: ;\:.ると，実働者 l立男了. 444 名?女子 209 名， M!̂ 653 名となっているが2 も

し月平均 20 日稼安hとすると約 16 万7人となり 2 者しく林業jJ働者が減少しているので応る c こういう IIJ に

おって林業労働は。営林選y Ui~ ， :会社含五京体組合， f回人の夕、):，ープ別 Jこ援用先がほぼ系列{もしている。こ

のうち森本*;Ý:ll会[ふ沼'fn 36 年県営材、の事業を滋めるにあたって，労務事Eす'r;; わち

欧各fl" -c、だ。この労務羽目立総林組合がI益拡~!こ主主握するという夫?若林業地のゆd.l森組方式ではなく，夜来の

いたもので，メリット

;，，8 主f 200 人， 40 年では約 300 人が笠採され，常時 280 人の労働力を riîi保している c しかし現在燃という

[絞られた対象であるが，もし大所有者の:&1祢{じがillif/ してきた場合，組合の常務以工会拡充強必ずるか3 ま



147 五木村しろーウ平、j(;'!liil! 1とじ ;Z" 干設の諮問!以とた行会一災地十品'~fl:そ刻 2$0) 1 例 怜〕

fこは公共機関心ような資促ある機:売で，十干支千誌??の需給そえず心 5j!] :))君主夫!な必授とす;:， 0 

上g，含きノ村、i仕上 γであっても事'ぷ-ùf;.i，1;たドむきて:万般滞在おさせるための刻岱

疫がい、わけではない〉たとえば) td 会!日常t~草川の ζ 正常t::γ9j災保のみであり也ド、ずの前n' な 1}

の iiJり ilちを{了、供給 Kずる F行交であるのもん\;本寺剣士， I沼 fr! 42 子:f"'C: 1 r:i jち1，OO() [Tj，女了~ 800 I'J ーピあ

1 り円程度のitよJカγ~:..:' ~役{、j;と;土し日拾する， {IUζ~f. 2 より洛;*:7_':;も} i;，{U51ぬ手当そ勤務 H

討会:凶~þ とそを jJ! ふ寸ω 乙マ土、l' よ給九多γ 

ζ去、あるはリfc)).flh:ti干の子、ゾ)'で

もとられている。 λ レて主主百刊をしている。 i. ，ilTc. し， ITIf:� +1; :')J ,:[YJ B (!) ~< :îI!, n~険，俊足計約袋入 j)]i }:iil~ :-:f̂ ~写会主主

j-.,. L 1 ぃf

つ j ，_ く- "ノーズ 1 11 たり tì<k:が手弘、イーj、九 (j)ノろがおく
, , / \'(弓:の姥(jiJえの ú在、1. ("たたのに均べる

ふ。 ま fこれ、のでL} アが明J滑化し，日:裕外、労働力任f:W 似しにくいも，司令A林との労{f;1J it::{/-\.:(/_) ひら

,',7" ) 
、 町 、ιへマーJ う!日!万心しコわれて

ノこ/苅シ
」 υ 〉

る同ろ心り行。~) ってき その ω丸Liiーとし、'C ， 労f守政よより

とながら 3 組織三休業わくのJE と p つ守Jごたの…、
む 1ω ぐ 3S).!:!:i\~す渋之〆入、

ユヵ~1 ':?!:.元;イヒの子;がである cく Jこ総み;ペ体労使On安りわ〈ごっつなのではだく争

と L ， j、ょ:泊三μ1) 滋台も診 IT[Y~ß庁子、{にのlマ刊少ぇむのも 4っと:li ?(iの守:ふ N，';niJit，
い吋­

l 、 λF、ノー、 J 

乙之ノ , , ノ 。生iiLぼ;ふ添うちだすパ

り )f不改め，労働者 IJ らのふく
r._' - '" ，、、，-、
♂り二も (j) (二 L/-(. G:') 裂する
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いのであるっこれは全住民の設かは3も肢を如し)_")つ) 0r' 観のある;む設のとに立って，店主墾と対策のきtを
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wとのための林道敷設を，公共事業という形を中心lこ jJ 速におし進めなければならなし九〉そのためには!]j
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零細続淡の ürÞ!z ï好調缶、または商店経営者，製本t業者，あるいは+村J政治的f下手!ふつまりこれら4トイおし

ていえば兎あるいは51'氏溜ともいわれる!認がある。 この新興勢力の ;þにも大 ILI ，j'初予j 白訴があり，

これはお.13 の勢力 lと将芳三移行ずる可絞れもある 7 らおしなべていえば2 育成約なし叱ノ俊民的林業経営の;b

!Ëi]tC 目下カなと lとのえることこそ芳まさに析しいトJの視し、子 ~C>W4k せられた当lどの f1 僚であろう。そし，て卒

業母体は i二J1!!， (休地〉緩滋;l\~撃に対ずるものと，その他の，1;本業施策lζ対するものとの 2 つが必裂で，前者

は主吉本j の総:滋にもとづく強ノJなものでなければなるまし、。

_'ｭs- l立， i.i話 1主"wミの共同総;-~}.ぐも考えられるのでああが，わが:::;1林業経常のJ}I段F法 ~C (まj:~:r司 t 七

はかなり ilJ~ifgがあるし， イ;村におっては1討し、文民L 被支配の ì!ij{不が 吉区域存するので，い部務ヒエラ Jレ

しないしれに) ~tB7. IÞ.~;誌に共 juj的作業をもち iiiすことは -.rüj ;it向日〉中での i日米のjJの大

きいもの虫丸 jJの小さいもの'5:EEするととにもなりかねないの'('， 3;1ii，j)~ではもち ι1.'，さなかった O_)'である ο

だからとのliZfごとくに沼蕊した i で 9 共同況をt2J ることを否定するものでははい。

1II :ì皐 の?衰の村の動向

機会与えて2 その後 3 fJ'あまりたった 46 iF5}] ヲぬ地 1': 訪れることができた。そのm1~ 村のダム

問題がどのように進展し〉また J'L村言 l~1IH! はどう具体{\;芯れたのげろうかということが，胸中に夜、められて

し、た。えの似てtでもなく s かっ tfiS~!L-C あり !fKlfl 引自の治:ィよだっ 7こので児院も l浪られたものだったが，そ

れら ;i::. もl::!ご~ l表記号 (7)Jlhl~! も )JDス，たその後éI) jjiJJ!ii1 は以下りと L きもj.うるの

ダム問題についての変化はp その建設に反対という当初の慾;交を変えていないが3 しかし村氏の総蕊

は， I)~，採が現地総?友会しだ l 二 9 主?の妥認に;かむた 1，"; ).いうことから， 明lの立ち入り淵 11王(滋水~J~のず戸

ミ， f~; 主主治の:\lMを iJ!iJ歪L H(t汚え波路の資i}1ül書店〕告認めた.c:、L である。つま，~) 賛成~C多少傾斜 iノ



一 149 -く，j"lO)立半、!市民l における体*(/)諮問J[Qc対策~'.LT[江t!ii j 示、r~K !jil(3(仏~im 1 例一一(/]¥*+:) 

あるのその滋」なること l しわれわfl のふ仇した !Hj:l.J，で子主i さ引ノ")，.-~じがあるれこのよっfご

T おくといっと，}._. l'.ょった。タムム兵j: 没反対「ーはJ5j<:}努会でも，二!又:0) ~FIJ僚の \y)タリこ允ヮ

泌氏で淑怒鳴j してい心 l~ï 木村心立場，洪氷泌i~\J と 1けう大義名分の市jのよ己ヰγHliJr~';!主立J 滋 )1~L [E~ > J:h !.~:i 

1~J:ノドの U;h)~)J針による〆ム磁波計のith~j 1 な遂行そはじめ，幾多の)トカがあったが，なかでもトl ノ1の政治

上 fλ{，~nì'r よりペツζ とイコなう士 jtiしつ γ ンネリ J!!(矢LえJ{じ~I汚キトジi)j[0JJmなし、しど守 おど与し13 夕、

引 f[!ミの変イヒを.'1:じ fニ背1 主 Jどあl_.iていたよμミの対級， ，内j子L その他会:{jlú) 手Iy古しつ注目úA!ジ:いつだがヲ

ったと YL られようむ

ダムぞ 1'~<'2 した irl"Jffí問でた~{立どづか。 5'C tアも jd_)ペ f乙ょう;入村ピ))kオみである

くか(ずかか:わって〈る~勢がをみ'f[，よ、川和 líi[!)(') 'ïふどとヤごみ才 タ

お札(/) ,::. , 万戸え休校総長
、~，:~

i ‘ 'fn 15 年 12 jjl)ノ文J"; る隙↑主れによる〈じ

2 、、 Ci)t�;5; ，~，えてている。;)，日)，~ > υD Ltiノミ υJ イメ，..~ジニ HJU した在日 7とがよ心こ:ょる

し、 ζ ィずにわれわれの J、り

れノ!こ。これはいう乏でもなく条付付会絞成という泌総本，Si!):.::む L/f:

V 、 üßj:J立し.J)

、';ごいる」と{tJ'i 1'l 才!，われしり尚治こIi)j ヲ 止1

¥::. }lJ:{') 司 LO) ，~ !潟述してい

l 、-.J .H 川.2t:(1 ♂.. fJ の )L~ んつじをれ古川 G j':M~l:W 引説会、!'()) .たさなネi，と

1 色 白川内町 、矛

ソシノ~/ j )'.ノプ， γ 寸ノ，'l;j， Cつにはピあ，うノ\.-，'_[A 件、と天然H，りj坊の残Jib fl , クリ.:-1- 7~'} ウメヨ

ツナ t;'3 マフ、、~-rコ(1)欣，猿、エ/ J" 、ウグ/{ 1 コンごャク，その ítnJJ :1;，n ~lト 1..... '. 
... J '-丹芳

干 vì~ ン3 ヮ ーヰ山川 L 
ν / :~i:1jU) 此ーはえ~ ，u長 tl 令ミi: fi'ない， サ Jレ地(')治JA ， オタ jレ ， Ei点 ii) I込設~ iiiL!' 冷 !:J日I1 タ亡、

してし'"ま::._~ (-こし、うアの:ム í!;::t~ ;Jð:_~安泣よIふ rl~ ÍXI~ fl!，りもノレ…、目、ち又てい

とな υ である。

と派}1Ü\と主 l :Yérn0) J1U;1本;ずご注 l立利益台うける b)~ オl，，{コ沿これにぶって

519 ゲf.?!j資本 OJJtiiL"1とよりーj-i1~，_'jéにほとんど{Qg.与がドt t 1.， iぷいばかりか，がj尖〆人かぶ

ざすぎた合政主イぇり， Htt紀 h'~;fしれ，沼会心祭主.~f'工!は持!こ 1 )j1冶性のおした，何枚な，

のおそれ六~ fi名ずれば ζ そ，われわれはとのアそあえてゴ1 \1:;2; じなかった r、木る ζc であるのiC:j;siJ;-

す j にとって訟のr.)._]で了寸役会<f:-~ 0) {.j: .(fぷ Yé);}r)~Vc 点る(~ノド)}を必 D! ，_~:する 1itt~fE土 iふタト行ぅ1 資本♂)iW!I!

でも，二1 しだけの弘仮;，，-Cにより令それたさな平 :i，ftぞれみもいいダられ 1 5i:\;竺ドがJ江 !UL おい

ほとみ;村 u')悦f 
'6 .. るかという二とである。おそら〈浅人以内の綴:~._.yt滋:だH ではなし"'\:t::: )え!

しかし大してし、イムイ、会"心jJi 干UcDr/t大を 1\ こ/ 土~ :t/}1:!:Yé i;と d二 ω 以主主ゃ :[íδ主主 1:U誌に

/:ナことはあまりにりうることであり，その場合W2)i~i'Ø'i *が)1t~伎な汝;1 1ニモ与

ジ::::とたわれ， J二〉そらく~':!む iVl らかなどとである n し f、がって?ミでかな忠一、v不，良{55つある本村のイメ

どう;こも~;1:'~ ， J:hll R?; ばでき k り æüü;t(Jな Jf[�:� G f J!íf，むだ/"-"うたら秩序ちとお.!it~-c"/;r く》 Lうstrfj"j~八ナ工村の

なナふ訟の子おちヲキれ.-なら 1 1 \-..~思丘、乙琴込奪三台、-> 7~':: L,> 

になるどあろっ〉ノコ」

~~:j 了あり、 4j主絞1J)去ッザ中心んなるべき/;， 1/トし川、ji"ヴどちる林Et;， '~:F4t:: U) 奇 r. UIíた 4 〉めど

-r 戸:々ゲ、~，、!

Y_) む誌に Iふし Bιげ
)t

 

F

、

A
 

T
-広t々

r
 

t
j
戸
、

合g~ と治、 i 、 ÞU2_~~~r有叩改訟はおろか，日の;良夫

、;'-)シイタケや./ )....ビ ;t{firよらい~":::、 ~qJ ら j 予りに特殊材、牧でをの主主主持しょ:うと j、/ふ場合，

f;I~i 内には多くのその人:lw":tí滋があるのだかふ Th滋:三、i入なことは'f-:;lふで、江いの ilT場UT究や技術会主:日

えなければならないが含 ~\\lぷ



八
リ

ミ
J

τ

ム 林業試験場研究報告 第 249 号

ば木村特泣1iI会の J'f--frrfi ~土えられないが，その開発はない。林産事業の計図

である。

J2(J 

するの

でみると， 1号当たりなjiri'l(乙流されているように思えた。また逆にいうと，それほどまでに， 3.i>オてを取り

まく内?外の圧力は激ししきびしいともいえよう。
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